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内容

１） 大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは
２） AXIES／ITベンチマーキング部会の取り組み
３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容

a. 学術情報基盤実態調査
b. EUCAUSE CDS(Core Data Service)

c. 「コミュニティで紡ぐ次世代大学ICT環境としてのアカデミッククラウド」
d. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査研究」
e. 「MOOC等を活用した教育改善に関する調査研究」

– 調査事業
• 事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回答率・数
• 目的
• 調査項目

４） 公開データの整理
EDUCAUSE Top IT Issues

CDS Anaｌytics Service Portalの紹介
５） EDUCAUSE CDS 2020, 2021, 2022, 2023年度調査の内容
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１）大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは

ベンチマーキングとは

• "経営や業務・ビジネスプロセスの非効率な部分を改
善するため、他分野における優良事例（ベストプラクテ
ィス）を探し出して分析し、それを指標（ベンチマーク）
に自社の活動を測定・評価して、変革を進める経営改
善手法のこと。“

[1] ITmediaエンタープライズ、情報システム用語辞典：ベ
ンチマーキング(benchmarking)

http://www.itmedia.co.jp/im/articles/0503/03/news104.html
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大学のICT戦略のためのITベンチマークとは

• “大学の経営や業務・教育研究プロセスのICTに関わる非効
率な部分を改善するため、他大学（同規模）や他分野におけ
る優良事例（ベストプラクティス）を探し出して分析し、それを指
標（ベンチマーク）にICTに関わる活動を測定・評価して、変革
を進める経営改善手法のこと。“

目的
• 大学のICTに関わる経営や業務・教育研究プロセスの効率化

＝＞イノベーション（変革）
方法
• 他大学（同規模）や他分野における優良事例（ベストプラクティス）を探

し出して分析
• 大学のICTに関わる活動を測定・評価して変革を進める

１）大学のICT戦略のためのITベンチマーキングとは
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１）既存調査事業の提出データをAXIES加盟大学で共有

・ CIO部会の協力を得てデータ収集，各大学に依頼

・ 当部会においてデータの整理・分析

・ 既存調査事業の報告書等も含め整理し報告

（部会員の募集，学生アルバイト等による補助が必要)

2）CDS調査項目の翻訳と共有

3）ICT活用事例（先進的、ユニークな取り組み）の紹介

4）EDUCAUSE CDS Top 10 IT Issuesの各大学の状況

2） AXIES/ITベンチマーキング部会の取り組み
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３）ICTに係わる既存の調査事業とその内容

a. 学術情報基盤実態調査(文科省、毎年実施)

b. Core Data Service（EDUCAUSE、毎年実施）

c. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査」

H27年度から、AXIESが受託し実施

d. 「 MOOC等を活用した教育改善に関する調査研究」

H27年度、AXIESが受託し実施

e. 「コミュニティで紡ぐ次世代大学ICT環境としてのアカデミック
クラウド」 H25年度、九州大学ほか＋ＡＸＩＥＳが受託し実施

5
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回答率

a. 学術情報基盤実態調査、文部科学省、年１回（秋）、国公私
立大学、100%

目的

国公私立大学の大学図書館やコンピュータ・ネットワーク環
境の現状を明らかにし、その改善・充実への基礎資料とする
ため、平成１７年度から学術情報基盤実態調査を毎年実施

調査大項目（2018年度、2015年度以降変更なし）
1.組織・運営体制、2.学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況、3.
ネットワーク装置等整備状況、4.教育への活用、5.セキュリティ、6.
高速計算機、7.クラウドの運用、8.課題

https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(a)

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/03/1368704.htm
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878
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a. 学術情報基盤実態調査ー調査項目

1. 組織・運営体制
1. 情報戦略の策定状況、2. コンピュータやネットワークの管理・運用の実務を行う主たる組織、3. 

業務の外部委託の状況

2. 学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況
1. 学内LAN、2. 対外接続、3. 無線LAN、

3. ネットワーク装置等整備状況
1. ネットワーク装置等の整備状況、2. パソコンの整備状況

4. 教育への活用
1. 情報リテラシ－教育、2. ネットワークを介した遠隔教育、3. 講義のデジタルアーカイブ化

5. セキュリティ
1. セキュリティ対策の実施状況、2. 認証基盤の構築

6. 高速計算機
1. 保有及び利用状況、2. 設置状況

7. クラウドの運用

8. 課題
1. 組織・人員面、2. 経費面、3. 施設設備面

7
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数
b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、 800?の大
学（2018）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的
Colleges and universities use Core Data Service benchmarks 
to inform IT strategic planning and management.

調査大項目（2018年度対象）2019年度調査分
01.組織・人員・経費、02.通信基盤サービス、03.情報システムとア
プリケーション、04.デジタル能力ー分析サービス、05.デジタル能
力ー.災害復旧と事業継続、06. デジタル能力ー学習技術サービ
ス、07.デジタル能力ー情報セキュリティ、08.デジタル能力ー学生
成功技術

01.- 03. は、定量的な回答
04.- 08. は、定性的な回答、ルーブリックに基づく1から5の選択

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service/cds-portal
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-12.中央IT支出、Q13.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q14.中央IT人員、Q15.IT分散化、Q16.マルチキャンパスシス
テム/地区、Q17.アメリカ外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 通信基盤サービス

Q1-2.通信基盤サービス、Q3.通信基盤技術の展開、Q4-6.ネットワーク管理、Q7.有
線ネットワークのサイズとスコープ、Q8.無線ネットワークのサイズとスコープ、Q9-10.

ネットワークのサイズとスコープ(その他)、Q11.利用可能な帯域、Q12-13.ネットワー
クアクセス、Q14-16.寮向けサービス、Q17.電話、Q18.携帯電話、Q19.緊急通知シ
ステム、Q20.ビデオサービス、Q21-22.補足情報

03 情報システムとアプリケーション

Q1.ITシステム、Q2.ITシステムの詳細、Q3.ITシステムの分析能力、Q4.ITシステム
のアップグレードと更新計画、Q5.ITシステムの製品、Q6.人事情報システム、Q7.人
事情報システムの詳細、Q8.人事情報システムの分析能力、Q9.人事情報システム
のアップグレードと更新計画、Q10.人事情報システムの製品、Q11.財務管理システ
ム、Q12.財務管理システムの詳細、Q13.財務管理システムの分析能力、Q14.財務
管理システムのアップグレードと更新計画、Q15.財務管理システムの製品、

9
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b. Core Data Serviceー調査項目

Q16.施設管理システム、 Q17.施設管理システムの詳細、 Q18.施設管理システムの
分析能力、 Q19.施設管理システムのアップグレードと更新計画、 Q20.施設管理シス
テムの製品、Q21.企業システム、 Q22.企業システムの詳細、 Q23.企業システムの
分析能力、 Q24.企業システムのアップグレードと更新計画、 Q25.企業システムの製
品、Q26.研究管理システム、 Q27.研究管理システムの詳細、 Q28.研究管理システ
ムの分析能力、 Q29.研究管理システムのアップグレードと更新計画、 Q30.研究管
理システムの製品、Q31-32.補足情報

04 分析サービス

Q1.分析サービスの成熟度、Q2.分析サービス技術の展開、Q3-4.補足情報

05 災害復旧と事業継続

Q1.災害復旧の成熟度、Q2.事業継続サービスの成熟度、Q3-4.補足情報

06 学習技術サービス

Q1.学習システムの成熟度、Q2.学習システムの展開、Q3-4.補足情報

07 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティの成熟度、Q2.情報セキュリティ技術の展開、Q3-4.補足情報

08 学生成功技術

Q1.学生成功技術の成熟度、Q2.学生成功技術の展開、Q3-4.補足情報

10
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、
775の大学（2017）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的

Colleges and universities use Core Data Service 
benchmarks to inform IT strategic planning and 
management.

調査大項目（2017年度対象）2018年度調査分

01.組織・人員・経費、02.支援サービス、03.研究用計算
サービス、04.情報システムとアプリケーション、05. 能
力と技術の展開(オプション)

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service/cds-portal
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-11.中央IT支出、Q12.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q13.運営、成長、変形(transform)における中央ITの支出額、
Q14.中央IT人員、Q15.分散IT、Q16.マルチキャンパスシステム/地区、Q17.アメリカ
外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 支援サービス

Q1-2.IT支援サービス、Q3-4.IT支援サービス人員、Q5-7.サービスデスクサービスレ
ベル、Q8.サービスデスクチャネル、Q9.サービスデスク使用状況、Q10.サービスデス
クサービス、Q11.サービスデスク評価尺度、Q12.知識管理システム使用状況と人員
、Q13.ITサービス管理の成熟度、Q14.-15.補足情報、Q16-19.フィードバック

03 研究用計算サービス(Research Computing Services)

Q1.研究用計算機サービスの提供、Q2.研究用サービスの財源、Q3.研究のコンサル
ティングと支援サービス、Q4.研究の運用ITサービス、Q5.研究用計算評価尺度、Q6.

研究用計算の成熟度、Q7.研究用計算技術の展開、Q8-9.補足情報、Q10-13.フィー
ドバック

12
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b. Core Data Serviceー調査項目

04 情報システムとアプリケーション

Q1.ITシステム、Q2.ITシステムの詳細、Q3.ITシステムの分析能力、Q4.ITシステム
のアップグレードと更新計画、Q5.ITシステムの製品、Q6.人事情報システム、Q7.人
事情報システムの詳細、Q8.人事情報システムの分析能力、Q9.人事情報システム
のアップグレードと更新計画、Q10.人事情報システムの製品、Q11.財務管理システ
ム、Q12.財務管理システムの詳細、Q13.財務管理システムの分析能力、Q14.財務
管理システムのアップグレードと更新計画、Q15.財務管理システムの製品、Q16.施
設管理システム、 Q17.施設管理システムの詳細、 Q18.施設管理システムの分析能
力、 Q19.施設管理システムのアップグレードと更新計画、 Q20.施設管理システム、
の製品、Q21.企業システム、 Q22.企業システムの詳細、 Q23.企業システムの分析
能力、 Q24.企業システムのアップグレードと更新計画、 Q25.企業システムの製品、
Q26.研究管理システム、 Q27.研究管理システムの詳細、 Q28.研究管理システムの
分析能力、 Q29.研究管理システムのアップグレードと更新計画、 Q30.研究管理シス
テムの製品、Q31-32.補足情報、Q33-36.フィードバック

05 能力と技術の展開(オプション)

Q1.学生成功技術の成熟度、Q2.学生成功技術の展開、Q3.ITガバナンス・リスク・コ
ンプライアンスの成熟度、Q4-5.補足情報、Q6-9.フィードバック
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、
784の大学（2016）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的

Colleges and universities use Core Data Service 
benchmarks to inform IT strategic planning and 
management.

調査大項目（2016年度対象）2017年度調査分

01.組織・人員・経費、02.教育技術サービス、03.情報セ
キュリティ、04.情報システムとアプリケーション、05. 能
力と技術の展開(オプション)

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-11.中央IT支出、Q12.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q13.運営、成長、変形(transform)における中央ITの支出額、
Q14.中央IT人員、Q15.分散IT、Q16.マルチキャンパスシステム/地区、Q17.アメリカ
外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 教育技術サービス

Q1.教員支援サービス、Q2.教育技術サービス人員、Q3.教員支援、Q4.教室技術、
Q5-6.技術強化スペース、Q7.オンライン学習サービス、Q8.eラーニング技術の展開、
Q9.eラーニングの成熟度、Q10-11.補足情報、Q12-15.フィードバック

03 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティサービス提供、Q2-4.情報セキュリティ人員、Q5.情報セキュリテ
ィの成熟度、Q6.情報セキュリティ技術の展開、Q7.情報セキュリティ標準・枠組み、
Q8-9.情報セキュリティリスク評価、Q10-12.他機関協調と連合、Q13-15.IDとアクセ
ス管理、Q16-17.補足情報、Q18-21.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

04 情報システムとアプリケーション

Q1.コアシステム、Q2.コアシステムの製品、Q3.コアシステムの詳細、Q4.提供されな
いコアシステム、Q5.付帯情報システム、Q6.付帯情報システムの製品、Q7.ITアーキ
テクチャのアプローチ、Q8-9.補足情報、Q10-13.フィードバック

05 能力と技術の展開(オプション)

Q1.分析の成熟度、Q2.分析の展開、Q3.ITサービス管理の成熟度、Q4.ITガバナン
ス・リスク・コンプライアンスの成熟度、Q5-6.補足情報、Q7-10.フィードバック
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・事業名称、実施者、調査時期、調査対象、回収数

b. Core Data Service、EDUCAUSE、年１回（秋）、大学、
813の大学（2015）, 2,400加盟大学（300米国外）

目的

Colleges and universities use Core Data Service 
benchmarks to inform IT strategic planning and 
management.

調査大項目（2015年度対象）2016年度調査分

01.IT組織・人員・経費、02.支援サービス、03.教育技術
サービス、04.研究用計算サービス、05.データセンター
、05.通信基盤サービス、07.情報セキュリティ、08.情報
システムとアプリケーション

３） ICTに係わる既存の調査事業とその内容(b)

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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b. Core Data Serviceー調査項目

01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/職員の身分、Q4-5.最高IT管理者/職員、Q6-7.サービス提供、

Q8.ITIL、Q9-10.IT戦略、Q11.改革の文化、Q12.ITポリシー、Q13.ITガバナンスの成
熟度、Q14.ITリスク管理、Q15.会計年度、Q16.中央IT財源、Q17.学生IT費用、

Q18-19.中央ITの支出、Q20.IT分野における中央ITの支出、Q21.機関ミッションにお
ける中央ITの支出、Q22.運営、成長、変形(transform)における中央ITの支出、Q23.

中央ITの運営支出（アウトソーシング）、Q24.中央ITの資本支出（アウトソーシング）、
Q25-27.中央ITの補償、Q28-29.中央ITの人材、Q30.分散IT、Q31.マルチキャンパス
システム・地域の中央オフィス、Q32.アメリカ外の組織、Q33-34.補足情報、Q35-38.

フィードバック

02 支援サービス

Q1-1.IT支援サービス、Q3-4.デスクトップ計算基盤、Q5-7.ヘルプデスクサービスレベ
ル、Q8.ヘルプデスクサービス、Q9.ヘルプデスク支援デバイス、Q10.ヘルプデスクの
評価尺度、Q11-12.ヘルプデスクの利用状況、Q13.ヘルプデスクの満足度、Q14.知
識管理システムの利用状況と人員、Q15-16.補足情報、Q17-20.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

03 教育技術サービス

Q1.教員支援サービス、Q2.教育技術サービス人員、Q3.教員支援、Q4.教室技術 、
Q5-6.技術強化スペース、Q7.オンライン学習サービス、Q8.Eラーニング技術の展開
、Q9.Eラーニングの成熟度、Q10.学生成功技術の成熟度、Q11-12.補足情報、Q13-

16.フィードバック

04 研究用計算サービス

Q1.研究用計算サービスの提供、Q2.研究のコンサルティングと支援サービス、Q3.研
究の運用的ITサービス、Q4.外部研究者向けサービス、Q5.研究用計算の成熟度、
Q6.研究用計算技術の展開、Q7.高性能コンピューティング(HPC)、Q8.高性能ネット
ワーク、Q9-10. 研究サービスの財源、Q11.補助金の役割、Q12-13.補足情報、Q14-

17.フィードバック

05 データセンター

Q1.データセンタの管理、Q2.データセンターの数、Q3-4.データセンター支援、Q5.デ
ータセンター占有率、Q6-7.データセンターサーバタイプ、Q8.データセンターOS、Q9.

データセンター電源、Q10.データセンターストレージシステム、Q11.データセンター環
境、Q12.データセンター監視、Q13.クラウドサービス、Q14.データセンタの災害時の
復旧対応、Q15-16.補足情報、Q17-20.フィードバック
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b. Core Data Serviceー調査項目

06 通信基盤サービス

Q1-2.通信基盤サービス、Q3.通信基盤技術の展開、Q4-6.ネットワーク管理、Q7.有
線ネットワークのサイズと範囲、Q8.無線ネットワークのサイズと範囲、Q9-10.ネットワ
ークのサイズと範囲（その他）、Q11.利用可能な通信帯域幅、Q12-13.ネットワーク・
アクセス、Q14-16.レジデンスホールサービス、Q17.電話サービス、Q18.携帯電話サ
ービス、Q19.非常通知システム、Q20.ビデオサービス、Q21-22.補足情報、Q23-26.

フィードバック

07 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティサービスの提供、Q2-4.情報セキュリティ人員、

Q5.情報セキュリティの成熟度、Q6.情報セキュリティ技術の展開、Q7.情報セキュリテ
ィの標準と枠組み、Q8-9.情報セキュリティのリスク評価、Q10-11.情報セキュリティ教
育、Q12.情報セキュリティの評価尺度、Q13-14.複数機関協調と連合、Q15-16.補足
情報、Q17-20.フィードバック

08 情報システムとアプリケーション

Q1.コアシステム、Q2.コアシステムの製品、Q3.コアシステムの詳細、Q4.提供されな
いコアシステム、Q5.付帯情報システム、Q6.付帯情報システムの製品、Q7.分析の成
熟度、Q8.分析の展開、Q9.ITアーキテクチャのアプローチ、Q10-11.補足情報、Q12-

15.フィードバック
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調査大項目まとめ（2019年度調査）
a. 学術情報基盤実態調査(2020年7月結果公表)

A.組織・運営体制、B.学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況、C.ネットワーク装置等整備状
況、D.教育への活用、E.セキュリティ、F.高速計算機、G.クラウドの運用、H.課題

b. Core Data Service(2020年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算、02.通信基盤サービス、03.情報システムとアプリケーション、04.

デジタル能力ー分析サービス、05.デジタル能力ー災害復旧と事業継続、06. デジタル能力ー
学習技術サービス、07.デジタル能力ー情報セキュリティ、08.デジタル能力ー学生成功技術

c. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査研究」

・大学事務局用、学部・研究科用、短期大学・高等専門学校

Ⅰ．基本情報、Ⅱ．組織戦略、Ⅲ．オープンエデュケーション、Ⅳ．ICT活用教育実施状況、Ⅴ．
ICT活用教育の利点・欠点、Ⅵ．支援体制、Ⅶ．回答者情報

d. 「 MOOC等を活用した教育改善に関する調査研究」

1. 諸外国等におけるMOOC の取組状況調査, 2. 我が国の大学におけるMOOC 等の提供及
び活用状況調査, 3. 産業界等におけるMOOC 等の提供及び活用状況調査, 4. 先進的な実践
例の収集

e. 「コミュニティで紡ぐ次世代大学ICT環境としてのアカデミッククラウド」

01.教育支援（サービス部署）、02.教育支援（学部・研究科）、03.研究支援（サービス部署）、04.

事務支援、05.経営分野、06.コンテンツ、07.ICTサービス、08.ネットワーク、09.セキュリティ、
10.プライバシィ、11.研究支援（研究者）
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https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/1418398_00001.htm
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347641_01.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/itaku/__icsFiles/afieldfile/2015/08/14/1357548_01.pdf
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/docs/ac/ac_report.pdf


九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

調査大項目比較（2019年度調査）

a. 学術情報基盤実態調査(2020年7月結果公表)

情報基盤センター（情報統括本部）等全学のシステムが対象、学部・研究科や特定の部局のシ

ステムのデータがない、ICTに係わるサービスのための教育体制等のデータがない、データ/コン
テンツに関するデータがない。財源元に関するデータがない。

b. Core Data Service(2020年1月結果公表)

人、金、もの（設備とサービス）について必要十分なデータと思われる。デジタル能力tとして
、05.災害復旧と事業継続、06.学習技術サービス、07.情報セキュリティ、08.学生成功技術につ
いてルーブリックに基づく[1-5]の評価となっている

c. 「高等教育機関等におけるICTの利活用に関する調査研究」

教育機関のICT利活用に限定、組織戦略・組織体制について詳細データ、システムのハードウェ
ア・ソフトウェアの定量的なデータがない。

d. 「 MOOC等を活用した教育改善に関する調査研究」
MOOC等コンテンツに着目した調査であり，教育でのICT利活用の方針を決める上で重要なデー
タである。

e. 「コミュニティで紡ぐ次世代大学ICT環境としてのアカデミッククラウド」

ICTに係わる多くの分野を網羅、ICTシステム毎の定量的なデータを収集、経費に関する定量デ
ータがほとんどない、クラウドシステムへの移行を目指した項目が多い、データ量/コンテンツに
関するデータもある、ICTサービスの運営に係わる教育体制等の詳細データがない。
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https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/1418398_00001.htm
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347641_01.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/itaku/__icsFiles/afieldfile/2015/08/14/1357548_01.pdf
http://www.icer.kyushu-u.ac.jp/docs/ac/ac_report.pdf
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4) 公開データの整理

CDS Executive Summary

ICT戦略の指針を、CDSからどのように検討すべきか？

Benchmarking to Inform Planning
- The EDUCAUSE Core Data Service -

By Leah Lang（Director of Analytics Services for EDUCAUSE）

The term benchmark is defined as “something that can be used as a way to 

judge the quality or level of other, similar things.”

CDS for clear understanding of financial, staffing, and operational status.

人(staffing), 物・サービス(operational status), 金(financial)
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http://er.educause.edu/articles/2015/4/benchmarking-to-inform-planning-the-educause-core-data-service
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4) 公開データの整理

内容について概観します。

a) 学術情報基盤実態調査
結果

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/kekka/1279736.htm

統計量

https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878

b) Core Data Service
2017 EDUCAUSE CDS Benchmarking Report

2016 EDUCAUSE CDS Benchmarking Report

2015 CDS Benchmarking Report

2014 CDS Benchmarking Report

2013 CDS Executive Summary Report
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http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/jouhoukiban/kekka/1279736.htm
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878
https://library.educause.edu/resources/2018/11/2017-educause-core-data-service-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2017/4/2016-educause-core-data-service-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2016/3/2015-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2015/2/2014-cds-benchmarking-report
https://library.educause.edu/resources/2014/2/2013-cds-executive-summary-report
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EDUCAUSE Top IT Issues

2018 Top 10 IT Issues

2019 Top 10 IT Issues

2020 Top 10 IT Issues

2021 Top IT Issues

2022 Top 10 IT Issues

2023 Top 10 IT Issues

2024 Top 10 IT Issues
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https://events.educause.edu/annual-conference/2017/agenda/the-educause-2018-top-10-it-issues
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2019
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2020
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2021
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2022
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2023
https://www.educause.edu/research-and-publications/research/top-10-it-issues-technologies-and-trends/2024
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CDS Analytics Service Portalの紹介

CDS Analytics Service Portal
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https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services
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5) EDUCAUSE CDS 2020年度調査
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Core Data Service(2020年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算、02.通信基盤サービス、03.情報シス
テムとアプリケーション、04.デジタル能力ー分析サービス、05.デ
ジタル能力ー災害復旧と事業継続、06. デジタル能力ー学習技術
サービス、07.デジタル能力ー情報セキュリティ、08.デジタル能力
ー学生成功技術

８モジュールから１モジュールへ

Core Data Service(2021年1月結果公表予定)

01.IT組織、人員配置、予算

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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IT Organization, Staffing, and Financing - 2020 Survey
Q1-2 | Fiscal Year

Q3-4 | Central IT Spending (Prior Fiscal Year)

Q5    | Central IT Domain Spending (Prior Fiscal Year)

Q6-7 | Central IT Budget (Current Fiscal Year)

Q8    | Central IT Domain Budget (Current Fiscal Year)

Q9    | Distributed IT Spending (Prior Fiscal Year)

Q10  | Distributed IT Budget (Current Fiscal Year)

Q11  | COVID-19 Impacts on Budget

Q12  | Central IT Spending (optional)

Q13  | Central IT Staffing

Q14  | Central IT Domain Staffing

Q15  | COVID-19 Impacts on Staffing

Q16  | Distributed IT Staffing

Q17-23 | Central IT Staffing (optional)

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-

services/surveys/2020/it-organization-staffing-and-financing

5) EDUCAUSE CDS 2020年度調査

コロナ禍で昨年度の調査項目は過渡的
？

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services/surveys/2020/it-organization-staffing-and-financing
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5) EDUCAUSE CDS 2021年度調査
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Core Data Service(2021年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算

1モジュールから１モジュールへ

Core Data Service(2022年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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IT Organization, Staffing, and Financing - 202１ Survey
Institutional Information
Q1  | Fiscal Year Month End, Currency and Exchange Rate, Multi-Campus Systems

Q2 | Context Notes for Funding and Managing Central IT - Optional

Spending
Q3  | Central IT Prior Fiscal Year Expenditures

Q4 | Central IT Expenditures by Expense Type

Q5  | Central IT Expenses: Emerging or Key Technologies – Optional

Q6  | Central IT Current Fiscal Year Budget

Q7  | Distributed IT Expenditures and Budget

Q8  | Spending Section Feedback – Optional

Staffing
Q9  |  Central IT Staffing Prior Fiscal Year

Q10 | Central IT Staffing by Role

Q11 | Central IT Staff Turnover and Underrepresented Group Hires

Q12 | Distributed IT staffing: Prior Fiscal Year

Q13 | Staffing Section Feedback – Optional

Q14 | IT Services, Responsibility, Spending, and  Staffing

Q15-20 | End of Module Feedback - Optional

5) EDUCAUSE CDS 2021年度調査

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-

services/surveys/2021/it-organization-staffing-and-financing

来年度以降も同様の調査項目か？

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services/surveys/2021/it-organization-staffing-and-financing
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5) EDUCAUSE CDS 2022年度調査
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Core Data Service(2022年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算

1モジュールから2モジュールへサービスの導入に関する調査(オプ
ション)へ

Core Data Service(2023年1月結果公表)

01. IT組織、人員配置、予算
02. ITサービスの導入

回答期間：2022年9月15日から2022年12月7日

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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IT Organization, Staffing, and Financing - 202１ Survey
Institutional Information
Q1  | Fiscal Year Month End, Currency and Exchange Rate, Multi-Campus Systems

Q2 | Context Notes for Funding and Managing Central IT - Optional

Spending
Q3  | Central IT Prior Fiscal Year Expenditures

Q4 | Central IT Expenditures by Expense Type

Q5  | Central IT Expenses: Emerging or Key Technologies – Optional

Q6  | Central IT Current Fiscal Year Budget

Q7  | Distributed IT Expenditures and Budget

Q8  | Spending Section Feedback – Optional

Staffing
Q9  |  Central IT Staffing Prior Fiscal Year

Q10 | Central IT Staffing by Role

Q11 | Central IT Staff Turnover and Underrepresented Group Hires

Q12 | Distributed IT staffing: Prior Fiscal Year

Q13 | Staffing Section Feedback – Optional

Q14 | IT Services, Responsibility, Spending, and  Staffing

Q15-20 | End of Module Feedback - Optional

5) EDUCAUSE CDS 2022年度調査

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-

services/surveys/2022/it-organization-staffing-and-financing

モジュール１

来年度以降も同様の調査項目か？

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services/surveys/2022/it-organization-staffing-and-financing
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Required/ Optional CDS 2022 Question
Optional Advising Systems
Optional Education plan creation/tracking systems

Optional Advising case management systems

Optional Credit transfer and articulation systems

Optional Academic early alert systems

Optional Information Security Systems
Optional Firewall systems

Optional Network detection and reporting (NDR) systems

Optional Endpoint detection response (EDR) systems

Optional Security information and event management (SIEM) systems

Optional Password managers

Optional Infrastructure Systems
Optional Core or spine network layer systems

Optional Network distribution layer systems

Optional Access or leaf network layer systems

Optional Wireless access point systems

Optional Wi-Fi analytics and monitoring systems

Optional Communication and Collaboration Systems
Optional Unified communications (telephone) systems

Optional Automatic call distributor (ACD) systems

Optional Chat systems

Optional Desktop video conferencing systems

Optional Public switched telephone network (PSTN) systems

Optional Feedback
Optional Name and email address of the person to contact

Optional Feedback on improving this survey module

Optional How many people participated in answering questions

Optional Time spent on survey

Optional Difficulty of completing survey

5) EDUCAUSE CDS 2022年度調査

モジュール2（オプション）
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5) EDUCAUSE CDS 2023年度調査
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Core Data Service(2023年1月結果公表)

01.IT組織、人員配置、予算

回答期間：2023年9月19日から2023年12月13日
2モジュールからサービス導入（オプション）が無くなり１モジュールへ

Core Data Service(2024年1月結果公表)

01. IT組織、人員配置、予算
02. ITサービスの導入

http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
http://www.educause.edu/research-and-publications/research/core-data-service
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IT Organization, Staffing, and Financing - 202１ Survey
Institutional Information
Q1  | Fiscal Year Month End, Currency and Exchange Rate, Multi-Campus Systems

Q2 | Context Notes for Funding and Managing Central IT - Optional

Spending
Q3  | Central IT Prior Fiscal Year Expenditures

Q4 | Central IT Expenditures by Expense Type

Q5  | Central IT Expenses: Emerging or Key Technologies – Optional

Q6  | Central IT Current Fiscal Year Budget

Q7  | Distributed IT Expenditures and Budget

Q8  | Spending Section Feedback – Optional

Staffing
Q9  |  Central IT Staffing Prior Fiscal Year

Q10 | Central IT Staffing by Role

Q11 | Central IT Staff Turnover and Underrepresented Group Hires

Q12 | Distributed IT staffing: Prior Fiscal Year

Q13 | Staffing Section Feedback – Optional

Q14 | IT Services, Responsibility, Spending, and  Staffing

Q15-17 | End of Module Feedback - Optional

5) EDUCAUSE CDS 2023年度調査

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-

services/surveys/2023/it-organization-staffing-and-financing

モジュール１

来年度以降も同様の調査項目か？

https://www.educause.edu/research-and-publications/research/analytics-services/surveys/2023/it-organization-staffing-and-financing
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